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１、第七十二回パソコン同好会 

(1) 開催日： ４月１３日（日）１３：３０～１５：３０ 

(2) 場 所： 放送大学山口学習センター小講義室（山口大学・大学会館内） 

(3) 内 容： ① 総会： 出席者 9 名。25 年度活動内容を報告した後、会計報告、監

査役による監査報告を受け、承認された。続いて、26 年度活動計画

について話し合った結果、パソコン利用上汎用性が有り実用的なこと

をお互いに掘り出し検討していくことを活動内容とすることにした。 

② 放送大学授業科目「身近な統計」のエクセルの利用。テキスト教材

の添付付録の CD に入っている資料を使って、度数分布、パレート図

を作成した。 

        ③ ユーザー定義の書式設定： 主に日付に関することを練習した。 

④ その他 なし。 

 

２，Q ＆ A 

Q  ワードの文書上に、ウエブのページ面の絵をすぐに取り込むには？ 

 

 A  ウエブのページ面上の絵を観ることはできても、コピー禁止の仕掛けがあるため、

取り込めないときがあります。そのときは、 

① 画面にウエブのページ面を開いたままにしておいて、ワードの文章作成モードに

します。 

② 「挿入」タグ、「図」グループの「スクリーンショット」の中の「画面の領域」

を選択すると、「＋」のポインタが出ますので、画像の範囲を指定します。 

 

３、第七十三回パソコン同好会 

(1) 開催日： ５月２５日（日）１３：３０～１５：３０ 

(2) 場 所： 放送大学山口学習センター小講義室（山口大学・大学会館内） 

(3) 内 容： ① 日誌の活用、マクロの作成。 ② 課題の解決 

        ③ その他 

放送大学山口学習センターサークル 

 

 機関誌   Ｎｏ．６５ 

Ｍａｙ ２５，‘１４． 

   文責  井手明雄 

 



 2 

４，パソコンで日誌を書くこと 

パソコンの特色を活かして日誌を書くことにより、三日坊主にならず、むしろ次々と書

きたくなり、結果として、自分自身の向上に役立たせ、生活を豊かにできるのではないで

しょうか。 

 (1)  パソコン利用上の特色 

  ① コピー、切り取り、貼り付け、挿入、削除が自由にできる。 

    文書、画像を気軽に綺麗に作成できる。 

  ② 日誌としての役割を超えた文書作りができる。 

見聞したことを後で参考にするため、或いは忘備録として記載しておく。 

文書はスキャナーから取り込み、HP からコピーして日誌に貼り付けておいて後に

利用しやすいように、デジタルに変換しておく。 

  ③ 画像を簡単に処理できる。 

    図の調整、図の大小化、トリミング、背景の削除、図の配置箇所の設定など。 

④ 検索機能により事項を素早く見付ける事ができる。 

  文書を、事項の分類名を付しておくと、事項の整理にもなる。 

  検索方法：「ホーム」タグの「編集」グループの「検索」を選択し、左端の「文書

の検索」欄に検索語を記入すると自動的に文字を検索します。事項が多いときは「▼」

ボタンを押して次の事項へ「▲」を押して前の事項へ移動します。 

⑤ リンクさせ、使い勝手のよい日誌にできる。 

  「挿入」タグの「リンク」グループ「ハイパーリンク」をクリックし、リンクさせ

たいファイルを指定します。 

⑥ 翻訳してくれる。日誌に手紙の内容も記載して保存しておく 

  外国語の文書であっても、楽に理解できる。外国の相手との文通ができる。 

⑦ 書く量は全く気にしなくて良い。書きたいときに書きたいだけ書けばよい。 

⑧ スクラップブック代わりになる。 

 

 (2) 技法のいろいろ 

◯ マクロの作成 

マクロとは、ワープロソフトや表計算ソフトなどで、特定の操作手順をプログラム

として記述しておいて、その操作を自動化する機能です。 

例 キーを 1，2 回打つだけで、日付を記入したい。例えば、「[ALT]＋[D]、[M]」の

ようにキーを叩けば、当日の日付が、 

            

と記入されるようにしたい時、次のような方法でマクロを作っておきます。 

    ① 予め、日付の内容を確定しておきます。 

先ず、「挿入」タグの「テキスト」グループの「日付と時刻」を選択し、現れ

5 月 11 日(日) 

 ＄ 
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るダイアログボックスから「日本語」「和暦」「平成 26 年 5 月 11 日(日)」を選択

します。「自動的に更新する」にチェックが入っておればはずし、「既定に設定」

をクリックし、「YES」をクリックします。 

   ② マクロの開始、「表示」タグの「マクロ」グループの「マクロ」の「▼」をクリ

ックして、「マクロの記録」を選択します。 

   ③ 「マクロ名」にこれから設定するマクロに適切な名前を付けます。「すべての文

書」を選び、記録欄にマクロについて、自分に分かり易い説明文を書いて、「キ

ーボードのユーザー設定」を押し、現れるダイアログボックスで「割り当てキー」

の欄に「キー」を入力します。ここでは、「[ALT]＋[D]、[M]」にしました。保存

欄に「Normal.dot」、「OK」を入力する。これから行われる操作はすべて記録され

るので慎重に操作してください。日付を入れたいので、「挿入」タグの「テキス

ト」グループの「日付と時刻」を選択し、現れるダイアログボックスから「日本

語」、「和暦」、「平成 26 年 5 月 11 日(日)」 を選択しました。次に、記入された

文字の上を矢印キーを使ってポインタが平成の先頭まで来るように持ってきて、

[DEL]キーを使って「平成 26 年」を削除します。続いて、行替え、スペースキー

で空白をいれ、更に「＄」を入れます。 

  ④ マクロの終了 直ぐに、「表示」タグの「マクロ」グループの「マクロ」の「▼」

をクリックして、「マクロの終了」を選択する。この操作を忘れないように！！ 

  

◯ 翻訳 

「http://honyaku.yahoo.co.jp/」に接続し、テキストボックスに文書を書き込み目的 

の言語に翻訳させる。 

 例１「パソコンで日誌を書きましょう。」という和文をポルトガル語に翻訳すると、

「Escrevamos um diário com um PC.」と返って来ます。 

 

例２ 小保方さんの研究に対する、英文の NY タイムズ紙の文章「Some experts 

expressed caution, saying more needed to be known about the new approach and 

that existing techniques for making stem cells had improved markedly in recent 

years.」を和文では、「一部の専門家は注意を表しました。そして、より多くが新し

いアプローチについて知られている必要があった、そして、幹細胞を作ることの既

存の技術が著しく近年よくなったと言いました。」と翻訳されました。 

 

(3) 日誌文作成例 

３月３日(月) 

 ＄ 誕生日 

  利香さんの誕生日であるので、メールした。 

 ＄ 自然が多いところ 

  尾道市御調町（みつぎ）、田圃にゲンゴロウなどがいる。源五郎米で有名。 

http://honyaku.yahoo.co.jp/
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  場所は、尾道自動車道の尾道北 IC の近く。 

＄ 覚醒剤もどき 

   αPVP：α-Pyrrolidinopentiophenone 

Hydrochloride（右図） 

 

3 月 29 日（土） 

 ＄ ふるさとの花 

  オウレン（黄連）、Coptis japonica キンポウゲ科 

   黄連の成分として alkaloid の Berberine を主成分とし、他に Palmatine、copticine、

Jateoridine、Ourenine の alkaloid と、Ferulic Acid、Magnoflorin などを含む。

Berberine は黄色と苦味の成分で、主に大腸菌などの腸内細菌やコレラ菌、チフス菌、

黄色ブドウ球菌などに対して強い殺菌力と抗菌力と下痢止め効果がある。 

 

4 月 3 日（木） 

 ＄ 卒業生 

   篠木誠一君が、子女の山大医学部入学式のため 

 来山したとのことで、当方を訪ずれてくれた。 

 ＄ 手紙 

  １，内堀君から、石橋襄一君が逝去したとのハガ 

  キが来たので、その返事を出した。 

  ２，石橋襄一君の内儀、久美子さんにお悔やみの 

手紙を出した。 

 ＄ STAP 細胞 

  理研の小保方晴子が作った細胞の検証仕組み図 

 

4 月 30 日(水) 

 ＄ ビール 

   日本最初のビールは、国内でも本格的にビール 

 の醸造、販売が始まったのは明治 20 年代半ば頃。 

初めて「ビアホール」を名乗る店が登場したの 

は 1899（明治 32）年 8月。日本麦酒（現サッポ 

ロビール）が東京・銀座に開業し、1杯（500ml） 

10 銭。当時はコーヒー1杯が約 2銭で、つまみは 

スライスした大根だけで不評だったという。 

α-Pyrrolidinopentiophenone 

STAP 細胞作成検証。4月 3日参

照 


